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針方施 政
  令和２年第１回町議会定例会が開かれ、はじめに町長が令和２年度の施政方針を説明しました。

町の運営はどのように進められるのか、５つの重点施策についてお知らせします。

令和2年度

未
来
を
見
据
え
た
教
育
、

子
ど
も
が
笑
顔
で
い
き

い
き
す
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
見
据
え
た
地
域
づ

く
り
、
町
民
が
元
気
で
活
動

し
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
見
据
え
た
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
、
笑
顔
と
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
の
活
力
は
、
な
に
よ
り
町
民

の
皆
さ
ま
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
そ

し
て
そ
の
力
は
次
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
下
市
町
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
住
み
続
け
る
と
共

に
、
若
い
世
代
に
帰
郷
も
含
め
移
り

住
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
続
け
て

い
ま
す
。
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅

力
的
な
ま
ち
と
し
て
、
子
育
て
と
教

育
の
一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

 
 

教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
下
市

町
教
育
大
綱
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
町
教
育
行
政
の
充
実
に
向
け
て
、

町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
市
小
学
校
の

屋
内
運
動
場
以
外
の
施
設
を
解
体

し
、
新
た
に
校
舎
、
プ
ー
ル
、
運
動

場
を
整
備
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
行
っ
て
い
る
設
計
業
務
を
仕
上

げ
る
と
共
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
子
ど
も
達
が
使
用
す

る
仮
校
舎
の
改
修
工
事
を
行
い
、
令

和
５
年
４
月
の
義
務
教
育
学
校
開
校

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
仮
校
舎
と
し
て
使
用
し
た
後

の
下
市
南
小
学
校
を
、
地
域
交
流
及

び
関
係
人
口
の
創
出
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
奈
良
県
と
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
の
締

結
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
の
教
育
課
程
を
先

ど
り
す
る
形
で
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
国
際
社
会
で
活
躍
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
よ
う
、
英
語
を

身
に
つ
け
る
教
育
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
み
、
町
費
講
師
並
び
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
２
名
を
継
続
配
置
し
、
少
人
数
学

校
な
ら
で
は
の
英
語
教
育
や
整
備
充

実
さ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
た

先
進
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
な

ど
、
学
習
活
動
の
充
実
と
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
良

さ
を
併
せ
持
ち
、
教
育
と
保
育
を
一

体
的
に
行
う
施
設
と
し
て
、
来
月
開

園
致
し
ま
す
。
ま
た
、
開
園
に
伴
い

保
育
所
事
務
や
学
童
保
育
な
ど
健
康

福
祉
課
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
教
育

委
員
会
に
移
管
し
、
教
育
及
び
保
育

行
政
を
一
体
的
に
行
い
、
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や

子
育
て
相
談
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
各
種
予
防
接
種
を
県
内
医
療
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

栃
原
地
区
を
始
め
、
平
原
地
区
、

才
谷
地
区
、
伃
邑
草
谷
地
区
、
広

橋
地
区
、
丹
生
地
区
、
下
市
都
町
地

区
な
ど
地
域
が
主
体
性
を
も
っ
て
取

り
組
む
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業

が
年
々
増
え
て
き
て
お
り
、
交
流
や

地
域
内
消
費
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
力
の
向
上
に
向
け

共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
10
月
に
創
設
し
た
、
若

者
世
帯
が
町
内
で
新
築
す
る
住
宅
建

設
費
に
対
す
る
補
助
や
、
新
築
の
民

間
賃
貸
集
合
住
宅
に
入
居
し
た
場
合

の
補
助
な
ど
を
引
き
続
き
行
い
、
移

住
定
住
対
策
に
一
層
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
を
招
き
入
れ
農
業
に

触
れ
る
援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
、
森
林
整
備
員
の

育
成
支
援
、
奈
良
の
木
を
使
用
し
た

職
人
育
成
支
援
な
ど
と
共
に
、
有
害

鳥
獣
関
連
事
業
の
更
な
る
推
進
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
と
交
流
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
情
報
発
信
、
タ
ウ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る
関

係
人
口
の
増
加
も
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
過
疎
計

画
、
第
２
期
地
方
創
生
総
合
戦
略
、

地
域
防
災
計
画
、
地
域
福
祉
計
画
な

ど
町
施
策
の
根
幹
と
な
る
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
各
種

協
議
会
な
ど
で
頂
い
た
ご
意
見
、
公

務
の
中
で
私
や
職
員
が
伺
っ
た
お
話

や
役
場
職
員
の
提
案
な
ど
、
様
々
な

方
々
の
意
見
を
反
映
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
人
材
育
成
は
重
要
な

こ
と
で
す
。
研
修
受
講
の
推
進
や
若

手
職
員
会
議
な
ど
町
独
自
の
研
修
実

施
な
ど
に
よ
り
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー

向
上
を
図
り
、
行
政
運
営
や
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実
に
取
り
組

む
と
共
に
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
か

ら
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
移
行
に

伴
う
勤
務
条
件
等
の
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
も
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
新
年
度

に
お
い
て
は
音
声
文
章
化
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
産
官
学
金
労
言
の
連
携

推
進
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
結
集
な
ど
に

よ
り
、
高
齢
化
の
中
で
次
世
代
に
継

承
で
き
る
、
未
来
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

１

２

３
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高
齢
化
社
会
が
進
み
、
２
０
２
５

年
に
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

期
を
迎
え
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢
者

が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
、
認
知
症
対
策
、
生
活
支

援
体
制
の
整
備
、
介
護
予
防
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送
る

上
で
、
生
活
道
路
を
は
じ
め
河
川
、

橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
、

維
持
管
理
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
、
継
続
的
、
計
画
的
に
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
や
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
行

い
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体
支
援

及
び
危
険
回
避
支
援
な
ど
に
取
り

組
み
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
西
山
の
旧
丹

生
小
学
校
、
旧
丹
生
診
療
所
な
ど

に
つ
い
て
は
新
年
度
に
お
い
て
解

体
を
行
う
と
共
に
、
春
峯
荘
の
解

体
設
計
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

自
然
災
害
を
踏
ま
え
、
地
域
防

災
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
Ｌ
ア

ラ
ー
ト
な
ど
と
連
携
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
放
送
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
役
場

庁
舎
の
自
家
発
電
設
備
の
整
備
、

災
害
時
に
必
要
な
物
資
の
計
画
的

な
備
蓄
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う

と
共
に
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
る

消
防
団
と
の
連
携
も
一
層
図
り
な

が
ら
、
防
災
力
を
高
め
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
復
旧
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
一
日
も
早
い

完
全
復
旧
に
向
け
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
等
で
の
情
報
発
信
と
共

に
、
本
日
（
令
和
２
年
３
月
２
日
）

か
ら
小
学
校
・
中
学
校
を
休
校
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
役
場
に
お

い
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
カ

ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
消
毒
用
エ
タ

ノ
ー
ル
を
設
置
す
る
と
共
に
、
町

職
員
に
対
し
て
手
洗
い
の
励
行
や

窓
口
対
応
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
な

ど
を
指
示
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

感
染
症
拡
大
抑
制
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
誤
っ
た
噂
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
い

情
報
を
聞
き
、
落
ち
着
い
た
行
動

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
穏
や

か
な
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
行
財
政

運
営

４

５
　

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
務
的
経
費
の
削
減
に
取
り
組
む

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
今
後
、
当

町
に
お
い
て
大
き
な
行
政
需
要
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
地
方
債

に
つ
い
て
は
、
過
疎
対
策
事
業
債

を
始
め
と
す
る
有
利
な
財
政
措
置

の
あ
る
地
方
債
を
計
画
的
に
発
行

し
、
町
負
担
の
抑
制
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
自
主
財
源
の
根
幹

を
な
す
町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
負
担
の
公
平
性
を
図
る

観
点
か
ら
徴
収
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
は
全
国
の
大
勢
の
方

か
ら
、
多
く
の
寄
附
を
頂
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
一
人

で
も
多
く
の
方
に
応
援
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
特
産
品
や
コ

ト
体
験
商
品
等
の
充
実
を
図
り
、

下
市
町
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

― 

最
後
に 

―

　

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
の
下
市
町
で
育
ち
、

や
が
て
下
市
町
を
支
え
、
創
っ
て

い
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
私
の
願

い
で
あ
り
、
施
設
一
体
型
の
小
中

一
貫
義
務
教
育
学
校
の
設
置
は
そ

の
た
め
の
重
要
施
策
で
す
。
小
中

両
方
の
教
員
が
協
力
し
、
９
年
間

を
通
し
て
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

生
徒
指
導
や
授
業
の
実
施
、
幅
の

広
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
共
に

生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、
縦
割
り

活
動
な
ど
異
学
年
交
流
の
活
性
化

を
図
る
と
共
に
、
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
中
学
校
の
運
動
場
確
保
に

つ
い
て
も　

１
０
０
ｍ
の
直
線

コ
ー
ス
を
備
え
た
運
動
場
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
９
年
間
を

通
し
て
「
ふ
る
さ
と
下
市
」
に
対

す
る
理
解
と
愛
情
を
育
む
地
域
学

習
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
が
人
を
育
み
、
人

が
ふ
る
さ
と
を
創
る
」
、
だ
れ
も

が
「
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
」
「
こ
の
ま
ち
に
住
み
続

け
た
い
」
「
こ
の
ま
ち
に
戻
り
た

い
」
「
こ
の
ま
ち
で
夢
を
実
現
し

た
い
」
と
心
か
ら
思
え
る
、
そ
ん

な
「
元
気
な
ふ
る
さ
と　

下
市
」

こ
の
実
現
に
向
け
、
下
市
町
の
町

政
運
営
に
町
民
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
議
員
各
位
、
町
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　

下
市
町
長　

杦
本　

龍
昭
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議　

案

▼
下
市
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

▼
下
市
町
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て

▼
下
市
町
一
時
預
か
り
事
業
の
実
施
に
関

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
下
市
町
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
施
行

　

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
下
市
町
行
政
組
織
条
例
及
び
下
市
町
子

　

ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

▼
下
市
町
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
下
市
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

　

整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
下
市
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

▼
下
市
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

▼
令
和
元
年
度
下
市
町
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

▼
令
和
元
年
度
下
市
町
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

▼
令
和
２
年
度
下
市
町
一
般
会
計
予
算
に

　

つ
い
て

▼
令
和
２
年
度
下
市
町
国
民
健
康
保
険
特

　

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼
令
和
２
年
度
下
市
町
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

▼
令
和
２
年
度
下
市
町
介
護
保
険
特
別
会

　

計
予
算
に
つ
い
て

▼
令
和
２
年
度
下
市
町
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
予
算
に
つ
い
て

▼
令
和
２
年
度
下
市
町
水
道
事
業
会
計
予

　

算
に
つ
い
て

※
予
算
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
下
市
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

　

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選

　

挙
に
つ
い
て

▼
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の

　

加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

一
般
質
問

◇
辻
本
光
雄
議
員
か
ら

〇
小
中
一
貫
事
業
に
つ
い
て

〇
中
央
公
園
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

◇
尾
上
治
吉
議
員
か
ら

〇
義
務
教
育
一
貫
校
に
つ
い
て

〇
耕
作
放
棄
地
関
連
に
つ
い
て

〇
中
学
校
円
形
体
育
館
解
体
後
の
活
用
等

に
つ
い
て

○
春
峯
荘
の
解
体
に
つ
い
て

○
下
市
町
ま
ち
づ
く
り
包
括
協
定
に
つ
い

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◇
松
田
哲
子
議
員
か
ら

〇
今
後
の
下
市
町
事
業
計
画
及
び
財
政　

状
況
の
推
移
に
つ
い
て

〇
下
市
町
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

○
地
域
に
根
差
し
た
小
中
一
貫
教
育
と　

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

◇
川
本
和
義
議
員
か
ら

〇
昨
秋
の
下
市
中
学
校
へ
の
誤
射
事
件
の

そ
の
後
に
つ
い
て

○
大
滝
ダ
ム
の
放
水
状
況
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
テ
レ
ビ
放
映
し
、

町
内
（
主
に
新
住
、
阿
知
賀
区
）
に
、

放
水
量
で
増
水
の
範
囲
が
わ
か
る
目
安

（
印
な
ど
）
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

○
中
央
公
園
に
あ
る
ト
イ
レ
の
洋
式
化　

に
つ
い
て

◇
矢
野
和
男
議
員
か
ら

〇
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
に
つ
い
て

〇
道
路
・
河
川
の
清
掃
・
草
刈
り
に
つ
い

て
○
道
路
・
橋
梁
・
公
共
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

○
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に
つ
い
て

◇
中
垣
内
敏
博
議
員
か
ら

〇
3
月
末
に
工
事
が
終
了
予
定
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

〇
下
市
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

◇
吉
井
辰
弥
議
員
か
ら

〇
小
中
一
貫
校
設
置
に
つ
い
て
、
2
月
14

日
に
折
込
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
の
町

の
対
応
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
今
ま

で
の
対
処
並
び
に
今
後
の
予
防
処
置
に

つ
い
て
。

　令和２年３月第１回下市町議会定例会が３月２日から１３日までの１２日間の会期で開かれ、上程
された議案は１件の意見書を除き、原案どおり可決されました。
 ・可決：条例制定（４件）、条例改正（５件）、補正予算（２件）、予算（６件）
 ・否決：意見書（１件）
 ・同意（１件）：下市町教育委員会委員長の任命につき、小谷隆男氏が同意されました。
 ・選挙（１件）：奈良県広域消防組合議会議員の選挙について、尾上治吉氏が指名推薦されました。
 ・７名の議員より一般質問

議 会 だ よ り

4



令
和
２

度
年

算
予会計別予算額

水道事業会計予算

一般会計 42億2００万円

歳 入

歳 出

町税
4億7,212万7千円

(11.2%)

地方消費税交付金
1億1,700万円

(2.8%)

地方交付税
20億円
(47.6%)

分担金及び交付金
5,340万4千円

(1.3%)

使用料及び手数料
7,003万4千円

(1.7%)

国庫支出金
2億6,007万1千円

(6.2%)

繰越金
7,000万円
(1.7%)

諸収入
5,227万6千円

(1.2%)
町債

5億5,150万円
(13.1%)

その他
3,465万1千円

(0.8%)

繰入金
2億3,722万8千円

(5.6%)

県支出金
2億3,070万8千円

(5.5%)

地方譲与税
5,300万1千円

(1.3%)

議会費
6,542万7千円

(1.6%)

諸支出金
1,651万7千円

(0.4%)

予備費
2,000万円
(0.5%)

災害復旧費
2億1,699万8千円

(5.2%)

商工費
1,910万1千円

(0.5%)

総務費
6億3,764万3千円

(15.2%)

民生費
9億6,500万6千円

(23.0%)

衛生費
6億1,774万7千円

(14.7%)

土木費
3億6,418万円

(8.7%)

消防費
2億4,312万5千円

(5.8%)

公債費
5億1,093万7千円

(12.2%)

教育費
3億4,432万8千円

(8.2%)

農林水産業費
1億8,099万1千円

(4.3%)

区分 予算額 対前年比率
（％）

一般会計 4,202,000 △ 0.9

特別会計 2,050,423 1.1

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険 737,854 △ 1.3

後期高齢者 113,955 △ 0.4

介 護 保 険 1,020,132 3.8

下水道事業 178,482 △ 2.4

合計 6,252,423 △ 0.2

予算額 対前年比率
（％）

収
益
的

収入 323,750 △ 2.3

支出 285,146 △ 2.6

資
本
的

収入 3,960 △54.3

支出 185,164 6.4

　歳入その他の内訳
利 子 割 交 付 金 100万円
配 当 割 交 付 金 500万円
株式等譲渡所得割交付金 300万円
法 人 事 業 税 交 付 金 300万円
環 境 性 能 割 交 付 金 500万円
地 方 特 例 交 付 金 150万円
交通安全対策特別交付金 50万円
財 産 収 入 265万 1千円
寄 附 金 1,300万円
　 合 計 　 3,465万 1千円

歳 

入
昨
年
に
比
べ
町
税
収
入
は
３
４
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳 

出
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
費
と
し
て
、
６
８
４
９

万
４
千
円
を
計
上
。
公
共
施
設
関
連
整
備
事

業
費
と
し
て
、
１
億
２
５
４
９
万
円
を
計
上
。

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
負
担
金
と
し
て
、

１
億
７
０
８
万
５
千
円
を
計
上
。
土
木
災
害
復

旧
事
業
費
に
２
億
１
９
９
万
８
千
円
、
住
宅
災

害
復
旧
事
業
費
に
１
５
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
第
１
回
下
市
町
議
会
定
例
会
で
令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
42
億
２
百
万
円
で
、
昨
年
の
当
初
予
算
額
に
比
べ
て
３
千
８
百
万
円

（
0.9
％
）
減
額
し
た
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：千円）

（単位：千円）
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４
月
１
日
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両

機
能
を
持
ち
合
わ
せ
、
下
市
町
の
子
育

て
の
拠
点
施
設
と
な
る
、
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
「
下
市
こ
ど
も
園
」
が

開
園
し
ま
す
。

　

下
市
こ
ど
も
園
で
は
、
新
た
に
０
～

２
歳
児
の
保
育
も
行
わ
れ
ま
す
。
園
内

及
び
保
育
室
は
園
児
が
明
る
く
安
全
に

過
ご
せ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
真

新
し
い
遊
具
や
椅
子
、
保
育
設
備
が
整

え
ら
れ
た
保
育
室
で
保
育
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
日
に
は
第
1
回
下
市
こ
ど

も
園
の
入
園
式
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　

農
林
水
産
省
は
、
全
国
有
数
の
柿
の

生
産
地
で
あ
る
五
條
市
と
下
市
町
に
ま

た
が
る
中
山
間
地
域
「
五
条
吉
野
地
区
」

で
、
老
朽
化
し
た
農
業
用
水
利
施
設
を

改
修
す
る
国
営
応
急
対
策
事
業
を
行
う

こ
と
と
な
り
、
２
月
18
日
近
畿
農
政
局

を
は
じ
め
五
條
市
・
下
市
町
・
五
條
吉

野
土
地
改
良
区
な
ど
関
係
者
約
50
名
が

出
席
し
、
五
條
市
で
着
工
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
概
要
は
、
水
利
施
設
を
改
修
し

維
持
管
理
の
軽
減
と
農
業
生
産
性
の
安

定
・
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
用
水
路
の
漏
水
対
策
、
一
の
木
ダ

ム
の
管
理
施
設
や
揚
水
機
場
の
改
修
な

ど
総
事
業
費
は
９
億
７
千
万
円
で
令
和

４
年
度
に
終
了
予
定
で
、
こ
の
事
業
に

よ
り
農
業
用
水
の
安
定
供
給
、
農
業
経

営
の
継
承
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
大
い

に
発
展
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

子育ての拠点「下市こども園」開園 念願の農水省事業「国営応急対策事業」
～日本一の柿の産地・世界に誇れる五條吉野地区を目指して～

　

町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
、

一
回
り
大
き
く
成
長
し
た
子
ど
も
た

ち
が
卒
園
・
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
園
式
・
卒
業
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

縮
小
体
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

き
ら
き
ら
と
輝
い
た
目
で
卒
園
、
卒

業
証
書
を
授
与
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
４
月
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

と
羽
ば
た
き
ま
し
た
。

卒
園
式
・
卒
業
式
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令 和 ２ 年 度 　 狂 犬 病 予 防 注 射 と 犬 の 登 録 の お 知 ら せ
　狂犬病予防注射を実施します。犬を十分にしつけできる方がお近くの会場へ犬を連れてきてくだ

さい。

◇持ち物
　①注射費用３，４００円（おつりのいらないよう準備してください）

　　※消費増税につき、注射費用が２００円上がりました。
　②通知はがき（飼い主の方へ３月中に郵送）

◇犬の登録
　犬の登録は狂犬病予防法で義務づけられています。未登録の飼い主の方は登録をしてください。

注射実施会場でも受け付けします。（紫水苑で随時受付可）登録費用３，０００円

◇犬の死亡・飼い主の変更や住所変更の場合、届出が必要です。（紫水苑で随時受付可）
◇問合せ　

　下市町役場　生活環境課（紫水苑）

　☎ ０７４７－５２－５９０１　IP ０７４７－６８－９０７５

実施日 時　間 実施場所

４月２２日

（水）

午前　９時５０分～１０時　５分 立石区民センター前

午前１０時２０分～１０時３０分 下市温泉秋津荘駐車場

午前１０時４５分～１１時００分 下市町交流センター（ごんたくんの家）駐車場

午前１１時１０分～１１時３０分 下市観光文化センター駐車場

午後　１時３０分～　１時４５分 丹生支所前

午後　２時００分～　２時１０分 広橋会館前

４月２３日

（木）

午前１０時００分～１０時１５分 栃原地区農村集落センター前

午前１０時３０分～１０時４０分 平原集荷センター前

午前１０時５５分～１１時　５分 梨子堂会館前

午前１１時３０分～１１時４５分 本町防災倉庫前

午後　１時３０分～　３時４０分 下市町コミュニティーセンター（阿知賀）駐車場

午後　１時５０分～　２時１０分 吉野保健所駐車場

下市町保健センターからのお知らせ 場所／下市町保健センター　

問合せ　下市町役場　健康福祉課　保健予防係 ☎ ０７４７-５２-０００１（内線１５９・１６０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６５（直通）  　　

事　　業　　名 日　　　　　　　　　時 対　象　者　・　内　容　等

日本脳炎予防接種 ４月１７日（金）午後1時45分～2時受付 【追加】
平成 27年 4月2日～平成 28 年 4月1日生

し も ぴ よ ラ ン ド
（ 子 育 て 教 室 ） ４月２２日（水）午前10時～正午

対　象：４歳までの児及びその保護者
内　容：ベビーマッサージ
持ち物：バスタオル

幼児健診

１歳６か月
児健診

４月２８日（火）
午後 1時～1時 15 分受付 平成 30 年 9月1日～平成 30 年 11月30日生

３歳児健診 午後 1時 30 分～1時 45 分受付 平成 28 年 9月1日～平成 28 年 11月30日生

※新型コロナウイルス感染症の影響で延期・中止になる場合があります。
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①空き家の家財道具等の整理に係る経費に対し補助を行
います
交付対象者：空き家バンクに登録されている物件の所有者
主 な 内 容：空き家の家財道具等の整理に直接要する経

費を３０万円を上限に補助します。　　

②空き家の改修を金融機関等から融資を受けて行う方に
対し利子の補助を行います
交付対象者：空き家バンクに登録されている物件の所有者

又は空き家バンク利用登録者
主 な 内 容：金融機関から融資を受けて改修工事を行う場

合、利子の補助を行います。利子補給は１空
き家物件につき１件の借入分とし、利子の補給
率は３％以内、補給期間は５年以内とします。

【交付対象者】　
Ａ：賃借人補助（借りる方への補助）

次の①～③の要件を全て満たす方
①新たに若者定住集合住宅（令和元年度以降に新築された
町内の民間賃貸集合住宅のうち、住宅新築者の申請により
町の認定を受けた住宅）の賃貸借契約を締結し、当該住宅
の所在地において賃借人及びその世帯構成員が町の住
民基本台帳に記録され、現に居住する若者世帯（世帯主
又はその配偶者が１８歳以上４５歳未満の２人以上の世帯）

②自治会活動等に積極的に参加する方、定住する意思の
ある方

③その他の公的制度による補助交付者、町税滞納者、暴
力団排除条例に該当する方等でないこと

Ｂ：賃貸人補助（貸す方への補助）若者定住集合住宅の賃貸人等

若者定住集合住宅支援事業補助金
新築民間賃貸集合住宅に若者世帯が入居した
場合に補助します

【主な内容】
Ａ：賃借人補助（借りる方への補助）

新築以降の４月１日から１～５年まで毎月１０，０００円、
６～１０年まで毎月５，０００円

Ｂ：賃貸人補助（貸す方への補助）
若者世帯賃借人の入居戸数毎に毎月５，０００円、
新築以降の４月１日から１０年間

道路（私道等を除く）に面している倒壊の危険性のある
ブロック塀等の撤去に対し、補助金の交付を行います

【補助交付額】
①ブロック塀等の撤去に要する経費（撤去したブロック塀等の
処分に要する経費を含む。）とし、見付面積１平方メートル
につき１万円を限度とする。

②補助金の金額は、補助対象経費の２分の１に相当する額と
し、１０万円を上限とする。この場合において、補助金の額
に１,０００円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。

③補助金の交付は、１つの敷地につき、１回限りとする。

※令和３年２月末日までに工事を完了し、必要書類の提出が
必要です。

【交付対象者　次の①～④の要件を全て満たす方】
①ブロック塀、または、その他の組積造の塀であること。
　　（※門柱及び万年塀、土塀は対象外）
②対象者はブロック塀の所有者又は管理者であること。
③建築基準法第４２条に規定する道路（※私道、里道は対象
外）に面していること。

④ブロック塀等の倒壊による危険性回避を目的として実施す
るブロック塀等の解体工事であること。

受付予定期間　令和２年７月１日～令和２年１０月３０日
応募予定件数　２件程度（先着順）

下市町ブロック塀等撤去事業補助制度

　 補助金を受けるには、工事等の着手前に申請が必要です。

また、各補助金の交付対象者や内容には他にも要件等がありま

すので、必ず担当課までお問い合わせください。

【主な内容】
補助対象経費は、補助対象建築物の除却に要する経費とし、
５０万円を上限に補助します　＊応募予定件数　７件程度

【交付対象者　次の①～⑤の要件を全て満たす方】
①町内にある不良住宅（住宅地区改良法施行規則に定める
住宅の不良度の測定基準に掲げる評定項目の評点の合
計が１００以上の建築物）の認定を受けた住宅

②補助対象建築物のある自治会への報告を行う
③除却工事は建設業法等の許可を受けた業者が行う
④空家であり、権利等あれば全権利者からの同意を得ている
⑤町税滞納者、公共工事の補償対象、暴力団排除条例に該
当する方等でないこと

⑥年度内に工事を完了出来ること

～下市町定住促進住宅認定～

トレ　ネオコーポ
（民間賃貸集合住宅）

入居者募集中

除却

建てる
改修する

貸す など
☎０７４７-５２-０００１（代表）

下市町空き家活用推進事業補助金

町内にある空き家を利活用し、また移住・定住を希
望される方へ空き家の情報を提供していくため下
市町「空き家バンク」を行っており、下記の補助も
行っています。

　空家（不良住宅）等の除却費用の一部を補助します

空き家再生等推進事業（除却）補助金
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【主な内容】
　次の①～③の要件を全て満たす場合は１，０００，０００円
①補助金の交付対象者が、下市町内で自ら居住する
　ために新築する住宅
②延床面積９０平方メートル以上の専用住宅
③建築基準法等の関係法令の基準等を満たしていること
その他かさ上げ：下市町内の業者での施工（１００，０００円）
　　　　　　　　　　　　吉野材使用（１００，０００円）

【交付対象者　次の①～④の要件を全て満たす方】
①世帯主又はその配偶者が１８歳以上４５歳未満の２人以上
の世帯

②住宅新築工事完了時に、当該住宅の所在地において住民
基本台帳に記録され、引き続き１０年を超えて居住すること
を宣誓する方

③自治会活動等に積極的に参加する方
④町税滞納者、公共工事等の移転補償での住宅建設、暴力
団排除条例に該当する方等でないこと

受付予定期間　令和２年４月１日～　
応募予定件数　５件程度

受付予定期間　令和２年４月１日～令和３年１月１５日
応募予定件数　７件程度（先着順）

下市町内で購入した木材を使用し、住宅リフォー
ムを行った方に補助金の交付を行います

【主な内容】
①当該工事に使用した木材の購入額とし、最高限度

額は２０万円（町が行っている他の補助制度の対象部
分を除く）

②補助金の交付は１回限り

【交付対象者　＊次の①～⑥の要件を全て満たす方】
①下市町に住所を有する方が、町内で自ら居住するための住
宅等のリフォーム工事であること（独立した敷地にある店舗
等は対象外）

②下市町内に本社を有する法人又は下市町内に住所を有す
る個人の施工業者を利用して期間内に完了する工事である
こと

③下市町内の木材業者（製材所）で購入した、吉野郡内で生
産または製材された木材を使用したリフォーム工事であること

④建築基準法等の関係法令の基準を満たしていること
⑤同一世帯全員が町税等の滞納がないこと
⑥工事費が２０万円以上であること（町が実施する他の補助制
度の対象部分を除いた工事費）

町が奈良県木造住宅耐震診断員を対象住宅へ
派遣して、耐震診断を実施します。

【主な内容】
①所有者からの申請を受け、町が奈良県木造住宅耐

震診断員を対象住宅へ派遣して、耐震診断を実施
します。耐震診断終了後、耐震診断の結果などを申
請者に報告します。

②診断費用　無料（町が診断費用[５万円]を負担します）

受付予定期間　令和２年７月１日～令和２年１０月３０日
応募予定件数　２件程度（先着順）

【交付対象者　＊次の①～④の要件を全て満たす方】
①町内の木造住宅のうち、昭和５６年５月３１日以前に建築さ
れた在来軸組工法の木造住宅（柱・梁・筋交いなどで軸組
を形成するもの）

②延べ面積が２５０㎡以下かつ、地階を除く階数が２以下
③店舗等の併用住宅の場合は、店舗などの部分の床面積が
延べ床面積の２分の１未満

④対象者は、耐震診断対象住宅の所有者であること

既存木造住宅耐震診断支援事業

【主な内容】
①工事前の構造評点１．０未満のものを構造評点１．０以上の
数値にする改修工事又は、工事前の構造評点０．７未満の
ものを構造評点０．７以上の数値にする改修工事

②補助対象住宅の耐震に要した費用が事業対象建築物一棟
あたりの補助金の金額は、５０万円以上の耐震改修工事に
要した費用に１００分の２３を乗じた金額（千円未満の端数が
あるときは、その端数を切捨てるものとする。）但し、その額
が２０万円未満のときは２０万円とし、５０万円を超えるときは
５０万円を限度とする。）

受付予定期間　令和２年７月１日～令和２年１０月３０日
応募予定件数　１件程度（先着順）

【交付対象者　＊次の①～⑤の要件を全て満たす方】
①町内の木造住宅のうち、昭和５６年５月３１日以前に建築さ
れた在来軸組工法の木造住宅（柱・梁・筋交いなどで軸組
を形成するもの）

②延べ面積が２５０㎡以下かつ、地階を除く階数が２以下
③店舗等の併用住宅の場合は、店舗などの部分の床面積が
延べ床面積の２分の１未満

④町が実施する木造住宅の耐震診断または町が実施する耐
震診断方法と同等以上の効力を有すると認められる耐震診
断により、診断結果が１．０未満と診断された住宅

⑤対象者は、耐震診断対象住宅の所有者であること。

下市町で家を

家を改修する

住環境支援～各種補助金ご紹介～

下市町住宅リフォーム助成事業補助金
 下市町内で住宅の耐震に要した費用の一部を補助

既存木造住宅耐震改修工事補助金交付事業

若者世帯が下市町内で新築する住宅建設費
の一部を補助します 家を建てる

定住促進住宅新築補助金
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予約・問合せ　奈良弁護士会
　　　　　　中南和法律相談センター係
　　　　　　☎ ０７４２－２２－２０３５

日　　　時　４月１６日（木）午後１時～４時
場　　　所　吉野町役場
予約・問合せ　吉野町役場　町民課
　　　　　　☎ ０７４６－３２－３０８１ 

場　　　所　大淀町大字下渕６８番地の４
　　　　　　やすらぎビル４階
問 合 せ　☎ ０５０－３３８３－００２５
　　　　　　※無料になる場合があります。
　　　　　　　まずは電話でお問い合わせを。

　令和２年度の固定資産税の算定の基礎となる固定資産
縦覧帳簿等（令和２年１月１日現在）の縦覧を行いま
す。
期　　　間　４月１日（水）～６月１日（月）
　　　　　　※土・日・祝日等の閉庁日は除く
時　　　間　午前８時３０分～午後５時１５分
場　　　所　下市町役場　税務課
※縦覧等を希望される方は、土地の所有者、納税者等で
　あることを確認するために本人確認を行います。納税
　通知書、公的機関発行の証明書等、運転免許証、健康
　保険証等の提示をお願いします。代理人が縦覧される 
　場合は、委任状が必要です。　
問　合　せ　下市町役場　税務課
　　　　　　☎ ０７４７－５２－０００１（代表）
　　　　　　IP ０７４７－６８－９０６６（直通）

　農業振興地域内の農用地を農地以外の用途に使用する
計画がある場合は、４月３０日（木）までに農用地除外
申請をしてください。
　なお、除外申請が許可された後（約６か月後）、農業
委員会への農地転用申請により許可を受け、転用が可能
となります。
申込・問合せ　下市町役場　地域づくり推進課
　　　　　　☎ ０７４７－５２－０００１（代表）
　　　　　　IP ０７４７－６８－９０７０（直通）

日　　　時　毎週木曜日　午後１時～４時
　　　　　　開催日等は直接お問い合わせください。
場　　　所　川上村役場
問 合 せ　川上村役場　住民福祉課
　　　　　　☎ ０７４６－５２－０１１１（代表）

中南和法律相談センター無料法律相談
〈県内中南和各地で随時開催しています〉

吉野三町無料法律相談
〈奈良弁護士会所属弁護士による無料相談〉

法テラス南和法律事務所�
〈常駐の弁護士が相談にあたります〉

固定資産縦覧帳簿等の縦覧について�

農用地の除外申請について

消費生活相談

　下市町では、元気なまちづくりを行い、地域の活性化
を目的とした活動を実施する団体に対し、助成を行って
いますのでご応募ください。
助成対象となる団体
　(1)町内で住民活動を行っている団体
　(2)原則として5名以上の構成員で構成されている団体
　(3)規約又は会則を持ち、かつ継続的な住民活動が行
　　 われ、又は行われることが見込まれる団体等
助成制度の概要
    ①活動事業費助成金　助成対象経費×３／４以内
　　※対象経費は、事業実施に伴う経費であり、
　　　単なる運営経費は対象外
    ②活動スタート支援助成金
　　（設立後２年以内または設立見込みの団体に限る）
　　１団体１回限り　１０万円を上限とする。
募 集 期 間　４月１日（水）～
　　　　　　※今年度予算額がなくなり次第応募終了と
　　　　　　　いたします。
問　合　せ　下市町役場　地域づくり推進課　
　　　　　　☎ ０７４７－５２－０００１（代表）
　　　　　　IP ０７４７－６８－９０７０（直通）
　　　　　　※詳細はお問い合わせください。

　農業委員会等に関する法律に基づき、農地等の利用の
最適化の推進や担い手への農地利用の集積・集約や耕作
放棄地の発生防止・解消等に取り組む農業委員会の委員
と農地利用最適化推進委員を公募により募集します。
募 集 委 員　農業委員１１名
　　　　　　農地利用最適化推進委員７名（予定）
任　　　期　令和２年７月２０日～令和５年７月１９日
募 集 期 間　令和２年４月１日～令和２年４月１５日
※詳細は下記までお問い合わせください。
問　合　せ　下市町農業委員会事務局
　　　　　（下市町役場地域づくり推進課内）
　　　　　　☎ ０７４７－６８－０００１（代表）
　　　　　　IP ０７４７－６８－９０７０（直通）

令和２年度　下市町地域づくり団体
(地域がこぞって元気な　　　　　　　
　　　　まちづくりを行う団体等 )募集

農業委員・農地利用最適化推進委員
を募集します
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土
地
に
あ
る
立
木
竹
や
雑
草
等
を
焼
却

す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
火
入
れ
の
許

可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

許
可
申
請
は
、
火
入
れ
を
開
始
す
る

日
の
10
日
前
ま
で
に
下
市
町
役
場
地
域

づ
く
り
推
進
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
周
辺
の
家
屋
、
山
林
、
原

野
等
に
延
焼
し
、
火
災
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
消
火
に
必
要
な
人
員
と
器
具
等

を
準
備
し
、
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

　

下
市
町
役
場　

地
域
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
７
４
７
―

５
２
―

０
０
０
１
（
代
表
）

Ｉ
Ｐ
０
７
４
７
―

６
８
―

９
０
７
０
（
直
通
）

「
火
入
れ
」
を
行
う
場
合
は

事
前
に
許
可
申
請
が
必
要
で
す

　

い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
～
３
月
15
日
の
期
間

に
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

・
供
養
と
し
て

桝
田　

末
子
（　

谷　

）
３
万
円

北　
　
　

川
（
伃　

邑
）
３
万
円

匿　
　

名　
　
　
　
　
　

２
万
円

森　
　

敬
司
（
立　

石
）
２
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大

予
防
に
伴
い
各
種
事
業
を
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
関
係
上
、
４
月
発
行
社
協
だ

よ
り
「
夢
ふ
う
せ
ん
」
は
休
刊

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心配ごと相談所からのお知らせ
　新型コロナウイルス拡大を防ぐために、４月・５月開催

予定の　「行政・人権・心配ごと相談」は中止とさせてい

ただきます。

　なお、相談ごとが生じた場合は、下市町社会福祉協議会

（☎０７４７－５２－６１２５）にてお受けし、相談員に

お繋ぎさせて頂きます。
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ゴミ袋販売店一覧

人　口　5,254 人　(－12)
　男　　2,467 人　(－ 6)
　女　　2,787 人　(－ 6)
世帯数　2,435世帯（－ 1）
　　　　　　（　）内は前月比
　出生　2人　　死亡  8人
　転入  8人　　転出 14人

令和２年３月１日現在

下市温泉秋津荘・明水館・ごんた食堂
営業日のお知らせ

図書館だより

図書館では電話での本の予約・
延長も受け付けています。お気
軽にお問い合わせください。

おはなし会
４月２５日（土）

午後２時

下市観光文化センター２Ｆ（下市町立図書館）
☎ ０７４７-５２-１７１１
IP ０７４７-６８-９０８０

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日～月曜日　午前９時～午後５時
★開館時間以外は、玄関脇の返却ＢＯＸへお返しください

営業時間　午前１１時～午後８時　
　　　　　（受付は午後７時３０分まで）
　　　　　※４月から通常営業となります。
ごんた食堂
【平　　　日】午前１１時３０分～午後２時
  　　　　　　午後４時３０分～７時３０分
【土・日・祝日】午前１１時３０分～午後７時３０分
　 　　　　　（ラストオーダー　午後７時まで）
※風呂の日には、お得な当日限定の日替わりメニュー
　『風呂の日定食』がございます。
※ごんた食堂につきましても、４月からは通常営業と
　なり、午後７時ラストオーダー、午後７時３０分営
　業終了です。
☆各種宴会・法事御膳はじめました☆

　法事や各種宴会のご予約お待ちしています！！
　詳細は、ごんた食堂へ

♨今月の風呂の日は２６日です♨
皆様のご利用を心からお待ちしております。
【問合せ】
　下市温泉秋津荘・明水館
　☎ ０７４７-５２-２６１９（フロイク）
　IP ０７４７-６８-９０８１

※
○
印
の
日
が
休
館
日
で
す
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

４月の休館日

☆４月の営業日カレンダー☆
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販売地区 販売店名
北　口 二々屋化粧品店
本　町 新谷米穀店　
今在家 更谷印刷
惣　上 下市町商工会
大　峯 フクモリ　下市店　
下　阪 ナカイデンキ　
上　阪 大仙（ダイセン）
栄　町 松場たばこ店　
栄　町 森本酒舗（旧）　
堀　毛 森田タバコ店
田　中 松谷商店（旧）　
田　中 田中市　
新　住 株式会社巴商事　
中　屋 岩崎商店　
西中村 東商店　
原　野 柳原　昭次
中　村 梶谷　美代治

移動販売車 内田魚店 可燃ごみ袋（大）・（小）のみ販売
新　住 Aコープ 下市店 営業時間（午前９時３０分～午後８時）
町　外 ローソン 大淀町下渕店（２４時間営業）
町　外 ライフ 大淀店営業時間（午前９時～午後１０時）

※上記一覧以外にも個人・各地区役員様で販売し 
　ているところもあります。
下市町役場　生活環境課（紫水苑）
☎０７４７－５２－５９０１


